

















































Study on Acceptance of Students with Intellectual Disabilities at Osaka Public 
High School：Focusing on the Independence Support Class for Intellectual Disabled 
Students and the Coexistence Promote Class
中　野　雄　基＊　　石　倉　健　二＊＊
 NAKANO Yuki ISHIKURA Kenji
　本研究では，大阪府立公立高等学校における「知的障がい生徒自立支援コース」と「共生推進教室」の生徒（以下：
自共生徒）が特別活動及び部活動で他の高校生とともに活動することで得られた成果について検討を行った。2019 年度
に第一学年と第二学年の自共生徒に対して指導を行っていた教員を対象に調査を行い，自立支援コースでは 7 校 43 名，
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　11 校の入学者選抜における受入れ人数は 72 名である
が，回答が得られた７校に在籍する 1 年生が 20 名，2


















部活動名 人数 部活動名 人数 
インフィニティ
サークル 8 吹奏楽部 2 
ボランティア部 4 野球部 2 
水泳部 4 書道部 2 
パソコン部 2 その他 15 





委員会名 人数 委員会名 人数 
クラス係・委員 5 選挙管理委員 2 
交流会委員 3 風紀委員 2 
図書委員 3 後期文化委員 2 
庶務委員 2 その他 4 














部活動名 人数 部活動名 人数 
美術部 4 吹奏楽部 3 
陸上部 4 園芸部 2 
水泳部 3 バスケットボ
ール部 2 
茶道部 3 その他 11 
パソコン部 3   
Table1　回答者の昨年度のコース生との関係








収率 87.5%）があり，計 38 名の教員からの回答があった。
そのうち，回答に不備が見られた２名を除く 36 名の回
答を有効回答とした。昨年度の教室生との関係につい
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委員 名 人数 委員会名 人数 
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庶務委員 2 その他 4 
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委員会名 人数 委員会名 人数 
クラス係・委員 6 庶務委員 2 






  1 年生 2 年生 
  コース生(N=20) 教室生(N=18) コース生(N=23) 教室生(N=18) 




4（20.0%） 2（11.1%） 0（0.0%） 3（16.7%） 
②集団におけるより良い行
動の仕方を身に付けた 12（60.0%） 10（55.6%） 6（26.1%） 10（55.6%） 
③他の生徒と協力して作業
や活動に参加できた 13（65.0%） 12（66.7%） 14（60.9%） 12（66.7%） 
④役割分担に貢献した 3（15.0%） 12（66.7%） 7（30.4%） 12（66.7%） 
⑤学校・ホームルームへの所
属意識が高まった 14（70.0%） 3（16.7%） 7（30.4%） 11（61.1%） 
⑥集団や自己の生活，人間関




5（25.0%） 3（16.7%） 3（13.0%） 0（0.0%） 
⑧他の生徒と合意形成や意
思決定ができた 9（45.0%） 5（27.8%） 3（13.0%） 4（22.2%） 
⑨学校生活及び人間関係を
よりよく形成した 9（45.0%） 6（33.3%） 8（34.8%） 5（27.8%） 
⑩人間としての在り方生き
方についての自覚を深めた 1（5.0%） 0（0.0%） 1（4.3%） 1（5.6%） 
⑪自己実現を図ろうとする
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動の仕方を身に付けた 12（60.0%） 10（55.6%） 6（26.1%） 10（55.6%） 
③他の生徒と協力して作業
や活動に参加できた 13（65.0%） 12（66.7%） 14（60.9%） 12（66.7%） 
④役割分担に貢献した 3（15.0%） 12（66.7%） 7（30.4%） 12（66.7%） 
⑤学校・ホームルームへの所
属意識が高まった 14（70.0%） 3（16.7%） 7（30.4%） 11（61.1%） 
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⑧他の生徒と合意形成や意
思決定ができた 9（45.0%） 5（27.8%） 3（13.0%） 4（22.2%） 
⑨学校生活及び人間関係を
よりよく形成した 9（45.0%） 6（33.3%） 8（34.8%） 5（27.8%） 
⑩人間としての在り方生き
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⑪自己実現を図ろうとする















当 25 名，担任 11 名であった（Table ４）。
　８校の入学者選抜における受入れ人数は 48 名である
が，回答が得られた７校のうちの有効回答は，1 年生が















を Table 7 に示す。大きな特徴がみられたのは以下の点
である。
　「②集団におけるより良い行動の仕方を身に付けた」
については、自共生徒の 1 年生と教室生の 2 年生におい
て 50% を超えている。
　「③他の生徒と協力して作業や活動に参加できた」に
ついては、自共生徒の 1 年生と 2 年生において 50% を
超えている。
　「④役割分担に貢献した」は、教室生の 1 年生と 2 年
生が 50% を超えている。
　「⑤学校・ホームルームへの所属意識が高まった」に
ついては、コース生の 1 年生が 70％と高く、教室生の
2 年生において 50% を超えている。
　「⑥集団や自己の生活，人間関係の課題を見いだした」
については、コース生の 1 年生で 50% となっている。
（2）学校行事の役割や影響（Table8）
　コース生と教室生のそれぞれについて、学校行事の果
たした役割や与えた影響に関する回答結果を Table 8 に
Table８ 自共生徒の成長や体験における学校行事が果たした役割や与えた影響 
  1 年生 ２年生 
  コース生(N=20) 教室生(N=18) コース生(N=23) 教室生(N=18) 
  人数(%) 人数(%) 人数(%) 人数(%) 
①いろいろな人の考えや意
見を聞く力が身についた 8（40.0%） 9（50.0%） 3（13.0%） 8（44.4%） 
②他の生徒と深く関われる
ようになった 12（60.0%） 7（38.9%） 8（34.8%） 10（55.6%） 
③公共の精神が養われた 6（30.0%） 3（16.7%） 3（13.0%） 1（5.6%） 
④進路や授業などに対する




5（25.0%） 3（16.7%） 2（8.7%） 1（5.6%） 
⑥他者への意識が高まった 11（55.0%） 9（50.0%） 7（30.4%） 10（55.6%） 
⑦自己の表現力が高まった 9（45.0%） 5（27.8%） 6（26.1%） 8（44.4%） 
⑧他の生徒と合意形成や意
思決定ができた 9（45.0%） 4（22.2%） 3（13.0%） 5（27.8%） 
⑨学校生活及び人間関係を
よりよく形成した 12（60.0%） 8（44.4%） 6（26.1%） 9（50.0%） 
⑩人間としての在り方生き
方についての自覚を深めた 2（10.0%） 0（0.0%） 1（4.3%） 0（0.0%） 
⑪自己実現を図ろうとする
態度を養った 1（5.0%） 1（5.6%） 6（26.1%） 1（5.6%） 
⑫他の生徒と協力して学校
行事に参加できた 18（90.0%） 13（72.2%） 13（56.5%） 9（50.0%） 
⑬学校・ホームルームへの所
属意識が高まった 11（55.0%） 6（33.3%） 7（30.4%） 9（50.0%） 
⑭当該生徒を含めた集団は
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示す。大きな特徴がみられたのは以下の点である。
　「①いろいろな人の考えや意見を聞く力が身につい
た」は、教室生の 1 年生において 50% であった。
　「②他の生徒と深く関われるようになった」は、コー
ス生の 1 年生、教室生の 2 年生で 50% を超えている。
　「⑥他者への意識が高まった」は、自共生徒の両方の
1 年生と教室生の 2 年生において 50％を超えている。
　「⑨学校生活及び人間関係をよりよく形成した」が





ついては、コース生の 1 年生、教室生の 2 年生で 50%
以上となっている。
　「⑭当該生徒を含めた集団はまとまって活動できた」




回答結果を Table 9 に示す。大きな特徴がみられたのは
以下の点である。
　「①自発的・自治的活動の体験が得られた」は、教室
生の 2 年生において 50% を超えている。
　「②他の生徒と協力して作業や活動できた」は、自共























  1 年生 2 年生 
  コース生(N=12) 教室生(N=７) コース生(N=11) 教室生(N=５) 
  人数(%) 人数(%) 人数(%) 人数(%) 
①自発的・自治的活動の体
験が得られた 
2（16.7%） 2（28.6%） 5（45.5%） 3（60.0%） 
②他の生徒と協力して作業
や活動できた 
10（83.3%） 6（85.7%） 7（63.6%） 2（40.0%） 
③望ましい人間関係を形成
した 
2（16.7%） 2（28.6%） 6（54.5%） 0（0.0%） 
④主体的に考え，話したり
行動できた 




Table 10 ホームルーム活動への参加の仕方や役割 

































Table 11 学校行事への参加の仕方や役割 
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Table 11 学校行事への参加の仕方や役割 































































加できた」は自共生徒の 1 年生、2 年生のいずれにおい
ても比較的高く、「④役割分担に貢献した」は自共生徒


















して学校行事に参加できた」と Table 9 の「②他の生徒











　Table 7 ～ 12 を通してみられる大きな特徴の 1 つに、
「行動や人間関係の変容」に関するものがある。
　Table 7 の「②集団におけるより良い行動の仕方を身
に付けた」では、自共生徒の 1 年生と教室生の 2 年生









Table 12 特別活動を通した交友関係等の変化 





























Table 13 部活動を通した交友関係等の変化 




























Table 12 特別活動を通した交友関係等の変化 





























Table 13 部活動を通した交友関係等の変化 







































　Table 7 ～ 8 からみられる大きな特徴の 1 つに、「意識
の変容」に関するものがある。
　Table 7 の「⑤学校・ホームルームへの所属意識が高
まった」はコース生の 1 年生と教室生の 2 年生で高い値
を示しており、「⑥集団や自己の生活，人間関係の課題
を見いだした」はコース生の 1 年生で高い値を示して
いる。また Table 8 の「⑥他者への意識が高まった」も
自共生徒の 1 年生と教室生の 2 年生で高い値を示して
おり、「⑬学校・ホームルームへの所属意識が高まった」
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